
月次運用レポート 2026年8月31日現在

■設定来の基準価額の推移
• 基準価額は1万口当たり、信託報酬控除後です。当ファンドの実質的な信託報酬は、投資対象ファンドの信託報酬を間接的にご負担いただくことになりますので、
作成基準日現在、純資産総額に年率1.948%程度を乗じて得た額となります。

• 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したものです。
• グラフは過去の実績であり､将来の成果を示唆または保証するものではありません。
■騰落率
• 騰落率は、1ヵ月前、3ヵ月前、6ヵ月前、1年前、3年前の各月の月末および設定日との比較です。参考指数の騰落率は、当該日前営業日の現地終値を基に算出し
ております。

• 分配金再投資基準価額の設定来騰落率は、1万口当たりの当初設定元本との比較です。
• 参考指数は、S&P500トータルリターン指数（米ドル建て）です。
• 参考指数の騰落率は、Bloombergのデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメントが算出しております。
■最近5期の分配金の推移
• 分配金は1万口当たり、税引前です。運用状況等によっては分配金額が変わる場合、或いは分配金が支払われない場合があります。
■ポートフォリオ構成比率
• 構成比率は小数点第2位を四捨五入しているため、合計が100%にならない場合があります。

米国ネクストビジョンファンド
（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジなし）

追加型投信／海外／株式

設定来の基準価額の推移

ファンドの運用実績 － 為替ヘッジあり

騰落率

最近5期の分配金の推移 ポートフォリオ構成比率

当レポートは12枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。 1

純資産総額基準価額 (1万口当たり)

27.9億円12,233円

設定来3年前1年前6ヵ月前3ヵ月前1ヵ月前

22.33%61.75%13.26%16.88%▲ 3.91%9.07%分配金再投資基準価額

81.92%77.69%20.01%12.26%2.24%3.79%参考指数

98.5%
JPモルガン・ファンズ-USテクノロジー・ファンド
（Iクラス）（円建て、円ヘッジ）

0.2%マネー・リクイディティ・マザーファンド

1.4%短期金融商品・その他

0 円2024/04/17

0 円2024/10/17

0 円2025/04/17

0 円2025/10/17

0 円2026/04/17

0 円設定来合計

お知らせがありますので
巻末をご覧ください。
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ファンドの運用実績 － 為替ヘッジなし

設定来の基準価額の推移

騰落率

最近5期の分配金の推移

■設定来の基準価額の推移
• 基準価額は1万口当たり、信託報酬控除後です。当ファンドの実質的な信託報酬は、投資対象ファンドの信託報酬を間接的にご負担いただくことになります
ので、作成基準日現在、純資産総額に年率1.948%程度を乗じて得た額となります。

• 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したものです。
• グラフは過去の実績であり､将来の成果を示唆または保証するものではありません。
■騰落率
• 騰落率は、1ヵ月前、3ヵ月前、6ヵ月前、1年前、3年前の各月の月末および設定日との比較です。
• 分配金再投資基準価額の設定来騰落率は、1万口当たりの当初設定元本との比較です。
• 参考指数は、S&P500トータルリターン指数〔円換算後〕です。
• 参考指数は、当該日前営業日の現地終値に為替レート（対顧客電信売買相場の当日（東京）の仲値）を乗じて算出しております。
• 参考指数の騰落率は、Bloombergのデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメントが算出しております。
■最近5期の分配金の推移
• 分配金は1万口当たり、税引前です。運用状況等によっては分配金額が変わる場合、或いは分配金が支払われない場合があります。
■ポートフォリオ構成比率
• 構成比率は小数点第2位を四捨五入しているため、合計が100%にならない場合があります。

ポートフォリオ構成比率

当レポートは12枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。 2

純資産総額基準価額 (1万口当たり)

690.0億円21,136円

設定来3年前1年前6ヵ月前3ヵ月前1ヵ月前

111.36%102.78%27.66%22.14%▲ 3.13%9.35%分配金再投資基準価額

155.98%94.48%30.71%15.30%2.65%3.34%参考指数

0 円2024/04/17

0 円2024/10/17

0 円2025/04/17

0 円2025/10/17

0 円2026/04/17

0 円設定来合計

99.4%
JPモルガン・ファンズ-USテクノロジー・ファンド
（Iクラス）（円建て）

0.2%マネー・リクイディティ・マザーファンド

0.5%短期金融商品・その他
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組入上位10銘柄

JPモルガン・ファンズ － USテクノロジー・ファンドの状況（1）

当レポートは12枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。 3

※EPS推移は、2026年以降は予測値です。
※比率は、「JPモルガン・ファンズ－USテクノロジー・ファンド」の純資産総額に対する割合です。
※業種は、原則としてICB分類に基づき分類しています。
※J.P.モルガン・アセット・マネジメントのデータおよびBloombergデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメントが作成しております。

株価推移（直近1年、日次）
（単位：米ドル）

EPS推移（暦年）
（単位：米ドル）

比率
国・
地域

業種銘柄名

4.2％アメリカ
テクノロジー

（ソフトウェア）
パロアルト・ネットワークス1

パロアルト・ネットワークス（Palo Alto Networks, Inc.）
は、ネットワーク用セキュリティー・ソリューションのプロバイ
ダー。アプリケーションの識別と制御、コンテンツのスキャン
による脅威の防止、データ漏えいの防止、アプリケーション、
ユーザー、コンテンツの総合的な可視化を実現するファイア
ウォールを提供。世界中で事業を展開。

3.8％アメリカ
テクノロジー

（半導体）
エヌビディア2

エヌビディア（NVIDIA Corporation）はテクノロジー企業。
科学的計算、AI、データサイエンス、自動運転車、ロボット工
学、メタバース、3Dインターネットアプリケーションのための
プラットフォームの開発に従事。PCグラフィックにも注力す
る。世界各地で事業を展開。

3.7％アメリカ
テクノロジー

（半導体）
ブロードコム3

ブロードコム（Broadcom Inc.）は半導体・インフラソフト
ウェアソリューションメーカー。デジタルおよびミックストシグ
ナルCMOS（相補型金属酸化膜半導体）ベースのデバイスや
アナログIII-Vベースの製品を手掛けるほか、エンタープライ
ズおよびデータセンターネットワーキング、ホームコネクティ
ビティ、セットトップボックス、ブロードバンドアクセス、通信
機器も提供する。

3.4％アメリカ
テクノロジー

（ソフトウェア）
セールスフォース4

セールスフォース（Salesforce, Inc.）はエンタープライズ・
ソフトウエア会社。企業向けソフトウエアの設計・開発に従事。
企業向け顧客関係管理サービスにおいて、顧客やデベロッ
パーが業務用アプリケーションの構築・運用や、顧客・セール
ス・業務用データの管理に使用するテクノロジー・プラット
フォームを提供する。世界各地で事業を展開。

3.3％アメリカ
テクノロジー

（ソフトウェア）
クラウドストライク・
ホールディングス

5

クラウドストライク・ホールディングス（CrowdStrike 
Holdings, Inc.）はサイバーセキュリティ製品・サービス会
社。エンドポイントへのクラウド提供の保護、クラウドワーク
ロード、アイデンティティとデータ、主要脅威インテリジェンス、
管理セキュリティサービス、IT運営管理、脅威ハンティング、
ゼロトラスト・アイデンティティ保護、およびログ管理を提供
する。世界各地で事業を展開。

（組入銘柄数 68）
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組入上位10銘柄

JPモルガン・ファンズ － USテクノロジー・ファンドの状況（2）

当レポートは12枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。 4

※EPS推移は、2026年以降は予測値です。
※比率は、「JPモルガン・ファンズ－USテクノロジー・ファンド」の純資産総額に対する割合です。
※業種は、原則としてICB分類に基づき分類しています。
※J.P.モルガン・アセット・マネジメントのデータおよびBloombergデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメントが作成しております。

株価推移（直近1年、日次）
（単位：米ドル）

EPS推移（暦年）
（単位：米ドル）

比率
国・
地域

業種銘柄名

3.3％アメリカ
テクノロジー

（ソフトウェア）
マイクロソフト6

マイクロソフト（Microsoft Corporation）はソフトウェア
メーカー。ソフトウェア製品 の開発、製造、ライセンス供与、販
売、サポートに従事。オペレーティングシステム、サーバー・ア
プリケーション、法人・個人向けアプリケーションのソフトウェ
ア、ソフトウェア開発ツール、およびインターネット／イントラ
ネットソフトウェアを手掛ける。テレビゲーム機、デジタル音
楽・娯楽用機器も開発する。

3.3％アメリカ

テクノロジー
（コンピュータ・
ハードウェア）

スノーフレーク7

スノーフレーク（Snowflake Inc.）はソフトウェア・ソリュー
ション会社。データベースアーキテクチャ、データウエアハウス、
クエリ最適化、並列化ソリューションを開発する。世界各地で
事業を展開。

3.2％アメリカ
一般消費財・

サービス

テイクツー・インタラクティ
ブ・ソフトウェア

8

テイクツー・インタラクティブ・ソフトウェア（Take-Two
Interactive Software, Inc.）はビデオゲームメーカー。
インタラクティブ・エンターテインメント・ソフトウェア・ゲーム
と周辺機器を製造する。コンソールシステム、ハンドヘルド型
ゲームシステム、およびパソコン用製品を手掛ける。小売店、
デジタルダウンロード、オンライン、クラウドストリーミング
サービスを通じて製品を販売。

2.9％アメリカ
一般消費財・

サービス
テスラ9

テスラ（Tesla Inc.）は高性能電気自動車と電気自動車パ
ワートレイン部品の設計・製造・販売会社。独自の販売網を保
有し、電気パワートレイン部品を他の自動車メーカーに販売
する。

2.8％アメリカ
テクノロジー
（コンピュー

ター・サービス）

クラウドフレア10

クラウドフレア（Cloudflare, Inc.）はソフトウェアソリュー
ション会社。ソフトウェアソリューションを設計、開発する。負
荷分散、ビデオストリーミング、セキュリティ、分析、ドメイン
登録用のプラットフォームを提供。世界各地で事業を展開す
る。

（組入銘柄数 68）
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JPモルガン・ファンズ － USテクノロジー・ファンドの状況（３）

組入業種

当レポートは12枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。 5

※上記は、個別銘柄の推奨を目的として示したものではなく、当該銘柄の株価の上昇および投資先ファンドへの組入れを保証するものではありません。
また、組入銘柄すべてのニュースを網羅しているわけではありません。巻末の＜ご注意＞をご確認ください。

（出所）各種報道等

※市場環境等についての評価、分析等は、将来の運用成果を保証するものではありません。

組入上位10銘柄の主なニュース

企業規模（株式時価総額）別構成比率
※業種は、原則としてICB分類に基づき分類して

おります。

※時価総額の区分は、本資料独自のものです。
また、将来変更される場合があります。

※比率は、「JPモルガン・ファンズ－USテクノロ
ジー・ファンド」の純資産に対する割合です。
小数点第2位を四捨五入しているため、合計が
100%にならない場合があります。

※J.P.モルガン・アセット・マネジメントのデータ
を基にＳＢＩ岡三アセットマネジメントが作成し
ております。

2026年8月

ニュース銘柄日付

エヌビディアは2026年8月26日、2026年7月26日終了の第2

四半期決算を発表した。売上高は前年同期比106％増の約962億米ド

ルとなり、市場予想の922億米ドルを上回った。データセンター売上高

も同117％増の890億米ドル、調整後1株当たり利益も2.22米ドルと

なり、いずれも市場予想を上回る好調な内容となった。

また、2026年10月31日終了の第3四半期売上高見通しを1,080億

米ドル（±2％）とし、市場予想を上回る見通しを示した。さらに、2028

年度の売上高についても前年度比約70％増を見込み、市場予想を上回

る成長見通しを示した。

次世代システム「Vera Rubin（ヴェラ・ルービン）」は8月に量産出荷

を開始しており、CEOのジェンセン・ホアン氏は、AIインフラ投資の拡大

などを背景にAI関連需要は引き続き拡大するとの見方を示した。

エヌビディア8月26日

比率業種

76.2%テクノロジー1

8.5%一般消費財・サービス2

4.2%通信3

3.5%資本財・サービス4

3.2%金融5

3.1%ヘルスケア6

1.3%現金等

100.0%合計

比率企業規模

70.8％大型株 （500億米ドル超）

17.5％中型株 （200億米ドル超-500億米ドル以下）

7.0％中型株 （100億米ドル超-200億米ドル以下）

2.0％小型株 （50億米ドル超-100億米ドル以下）

1.4％小型株 （50億米ドル以下）

比率テクノロジー業種のサブセクター

32.7%ソフトウェア1

20.1%半導体2

9.4%コンピュータ・サービス3

6.4%デジタルサービス4

5.0%テクノロジー機器5

2.0％電子部品6

0.6％コンピュータ・ハードウェア7

76.2%合計
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ファンドマネージャーのコメント
※以下は、当ファンドが高位に組入れております「JPモルガン・ファンズ－USテクノ

ロジー・ファンド」のファンドマネージャーコメントを基に作成しています。

※今後の運用方針等は、将来の市場環境の変動等により変更される場合があります。
また、市場環境等についての評価、分析等は、将来の運用成果を保証するものではありません。

当レポートは12枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。 6

<投資環境>

8月の米国株式市場は上昇しました。月初は、7月のISM製造業景況感指数が前月から上昇したことなどが株

価を押し上げました。7月に下落した人工知能（AI)関連銘柄や半導体関連銘柄にいったん反発の動きが見られ

たことも、市場心理の改善につながりました。しかし、月初に上昇した後は、高値圏で一進一退の展開となりまし

た。米国企業の２０２６年4-6月期決算が総じて良好であったことや、7月のインフレ統計を受けて利上げ観測が

やや後退したことなどが、株価を支える要因になった一方、米国とイランの覚書で設定された最終合意に向けた

交渉期限を過ぎても目立った進展が見られなかったことや、米国債利回りの上昇、小売売上高の減速などが株式

市場の重石となりました。

8月のドル/円相場は、月初に下落（円高・ドル安）した後、下落幅を縮めました。月初は為替市場における日米両

政府の協調介入を受けて円高が進行しましたが、その後、為替介入への警戒感が徐々に薄れていったことなどか

ら、ドル/円は緩やかに上昇しました。月末にかけては、ウォーシュ米連邦準備制度理事会（FRB）議長がインフレ

抑制を重視する姿勢を示したことなどを受けて、ドル/円は再び160円台に乗せ、前月末の水準を概ね回復して

月末を迎えました。

<運用経過>

8月は、業種でテクノロジーおよび一般消費財・サービスを中心とするポートフォリオを維持しつつ、銘柄の入替

えやウェイト調整を行いました。業種別で見ますと、ヘルスケアセクターにおける銘柄選択がプラス寄与となりま

した。個別銘柄では、法人向けソフトウェア事業を手掛ける企業などへの投資が貢献した一方で、ゲームソフト

ウェアの開発を手掛ける企業などへの投資が振るいませんでした。

<今後の運用方針>

運用チームでは、引き続き、経済のファンダメンタルズ（基礎的条件）と企業業績を注視しています。米国企業の

収益は底堅く、AI関連の設備投資が追い風となっています。ボラティリティ（変動性）やリターンのばらつきがあ

る中で、依然として投資家の慎重な姿勢が続いています。一方で、銘柄のリターンのばらつきが大きい環境はア

クティブな銘柄選択の重要性を高めています。私たちは引き続き、高い確信を持つ銘柄に注目し、市場の歪みを

活用して魅力的な銘柄選択の機会を追求していきます。
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受益権の募集の取扱い、投資信託説明書（交付目論見書）、投資信託説明書（請求目論見書）及び運用報告書の交付の取扱い、解約請求
の受付、買取請求の受付・実行、収益分配金、償還金及び解約金の支払事務等を行います。なお、販売会社には取次販売会社が含まれる
場合があります。

販売会社について

<ご注意>

• 本資料はSBI岡三アセットマネジメント株式会社が作成した資料です。購入の申込みに当たっては、投資信託説明書（交付目論見書）をお渡ししますの
で必ず内容をご確認のうえ、投資判断はお客様ご自身で行っていただきますようお願いします。投資信託説明書（交付目論見書）の交付場所につきま
しては「販売会社について」でご確認ください。

• 本資料中の運用実績等に関するグラフ・数値等はあくまでも過去の実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。また、
税金、手数料等を考慮しておりませんので、投資者の皆様の実質的な投資成果を示すものではありません。

• 本資料の内容は作成基準日のものであり、将来予告なく変更されることがあります。また、市況の変動等により、方針通りの運用が行われない場合も
あります。

• 本資料は当社が信頼できると判断した情報を基に作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するものではありません。

12

加入協会

登録番号商号
一般社団法人

第二種金融商品
取引業協会

一般社団法人
金融先物

取引業協会

一般社団法人
資産運用業

協会

日本証券業
協会

（金融商品取引業者）

○○○○関東財務局長（金商）第53号岡三証券株式会社

○関東財務局長（金商）第169号岡三にいがた証券株式会社

○四国財務局長（金商）第1号阿波証券株式会社

○○○○関東財務局長（金商）第44号株式会社ＳＢＩ証券

○○関東財務局長（金商）第170号
岡三ビジネス＆テクノロジー証券
株式会社

○○東海財務局長（金商）第18号野畑証券株式会社

○関東財務局長（金商）第154号武甲証券株式会社

※株式会社ＳＢＩ証券は、一般社団法人日本STO協会にも加入しております。
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投資者の皆さまへ 

 
SBI 岡三アセットマネジメント株式会社 

 
「⽶国ネクストビジョンファンド(為替ヘッジあり)/(為替ヘッジなし)」 

⽉次運⽤レポートの掲載内容の⾒直しについて 
 

拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 
平素は格別のご⾼配を賜り、厚く御礼申し上げます。 
さて、弊社投資信託「⽶国ネクストビジョンファンド(為替ヘッジあり)/(為替ヘッジなし)」の

⽉次運⽤レポートにつきまして、下記の通り、⾒直しを⾏いますのでお知らせいたします。 
 

敬具 
記 

①⾒直し内容 
 現在の販売⽤資料のモチーフを取り⼊れた⽉次運⽤レポートのデザインから、当社⽉次運⽤ 
レポート標準フォーマットに変更いたします。 

 
②⾒直しを⾏う理由 

⽉次運⽤レポート全体の視認性を⾼め、当ファンドの運⽤状況および投資成果に関する主要 
な情報をご確認いただきやすい構成とすることを⽬的として、当社⽉次運⽤レポート標準フォー 
マットに変更することといたしました。 

なお、本件は⽉次運⽤レポートの掲載内容および掲載形式を整理するものであり、当ファンド
の運⽤⽅針、運⽤プロセス、リスク特性等に変更はございません。 
 
③⾒直しを⾏う時期 

2026 年 9 ⽉末基準（2026 年 10 ⽉発⾏分）より 
 

 
以上 


